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ホームページが新しくなりました

新剥き玉葱加工ラインが立ち上がりました！

11月に入り気温もぐっと下がり冬の足音が聞こえてきています。玉葱の入荷は順調で北海道産が安定入荷
しています。今期は品質も良好で今後も暫くは問題ない推移が期待できます。

さて、昨年より計画、推進して参りましたマルト商事三芳工場のリニューアル及び新剥き玉葱加工ライン
が、皆様のご協力の御陰を持ちましてなんとか稼働に至りました。工場リニューアルは終い工事を残すのみ
となっております。

今回新規導入しました剥き玉葱生産ラインはオランダFINIS社製の最新鋭機となります。高精度カメラによる
玉葱位置判定機が搭載され、自動制御による剥き玉葱加工が可能です。生産能力もこれまで最大15t/日程度で
したが、20t/日以上の生産が可能となりました。付随の設備についても全て新規導入を行い、洗浄工程ではオ
リジナルに開発したバブル洗浄機を、計量工程では玉葱にダメージの少ない多段階式計量器を設置しており
ます。品質面におきましてもこれまで以上に、より良い商品出荷ができるように努めて参ります。

余談ではありますが、今回導入のFINIS社製の自動剥き玉葱加工機ですが、なんとアメリカマイクロソフト社
創業者のビルゲイツが関係する農産加工会社でも導入が決まったそうです。その台数が凄まじく今回16台発
注されたとのことです。弊社は15tタイプを2台導入なのですが、ビルゲイツは20tタイプを16台。。計算上は
320t/日の生産能力です。あいた口が塞がりません（笑）ビルゲイツとまではいきませんが、身の丈をわきま
えつつ、皆様に喜んで頂ける体制作りを今後とも進めて参ります。宜しくお願い致します。

2015年11月より三芳工場がリニューアルし、剥き玉葱の新ラインが稼働となりました。
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※本記事に関するご要望・改善等ございましたらお気軽にご連絡ください。
お問い合わせはコチラ⇒TEL049-258-5315

営業中村のマルト便ＰＬＵＳ！

取扱産地 産地状況＆今後の見通し

国産

北海道産が順調に入荷しています。L大、２L中心で入荷しており、品質も良好です。不
安材料は無いのですが、しいて言えば、MサイズやＬ小サイズについてはほとんど見かけ

ませんので、「小さいのが欲しい！」場合にご要望にお応え出来ない可能性があります。
そんなことを考えていると、ご新規でL小サイズのご要望が舞い込み、悩んでいる営業中
村です。

中国

甘粛省の玉葱が入荷しております。品質は非常に良いです。ただ、価格は週ごとに上
がったり下がったりを繰り返しており、大幅に下る要因は今のところ無さそうです。年内は
高値で推移し、さらに年明けは甘粛省産の歩留りも落ちることから一層の高値が予想さ
れます。

アメリカ

アメリカ産の入荷が始まりました。今期のアメリカ産は生育期の異常な高温、干ばつによ
り不作傾向です。幸い北海道産玉葱が豊作傾向であったため救われておりますが、紫玉
葱についてはこれから年明けの３月頃まではアメリカ産に頼るところが大きいため、非常
に深刻な状況です。黄玉も赤玉も小玉傾向となっております。

11月のマルト商事玉葱産地情報＆見通しをお届けします！

2015年3月から10月31日までイタリアミラノで国際博覧会が行われていました。50程あるパビリオンの
うち日本館はデザイン部門の金賞に輝いたとの速報が流れています。多い時でなんと9時間もの行列ができ
たそうです。閉会間近の10月27日に機会を頂きミラノ博を訪問して参りました。先述の金賞に輝いた日本
館も見学することができました。閉会間近ということもあり、会場は多くの人で賑わっていました。各パ
ビリオンとも多くの行列ができており、大盛況であったように思います。今回のミラノ博のテーマは
「食」ということで、日本館では「共存する多様性」という切り口でプレゼンテーションを行っていまし
た。日本の多様な食文化・技術・知識を世界の人々に発信することでより身近に日本を感じられるように
なっていたように思います。中でも入館者全員で体験するアトラクションがあり、そこでは「箸」を使っ
て日本の「いただきます・ごちそうさま」の概念を参加者一体となって体験します。世界中の人が大きな
声で「いただきます！」と声を上げるのですが、非常に良い取組であると感じました。今回の訪問で、世
界規模で見ると食糧が足りていない現状をまざまざと実感できたことと、食を通じて日本が将来どのよう
に世界と関わっていくべきかを考えさせられる良い機会になったと思います。今後のマルト商事の企業活
動に活かしていきたいです。

イタリア ミラノ国際博覧会へ


